
加古川市事務事業評価シート〈令和２年度実施事業〉

事 務 事 業 名 防災・生活情報ネットワーク事
業

部 局 名 防災部

課（室）名 防災対策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０７地域の情報化を推進する

事 業 実 施 期 間 平成17年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 02 

項 01 

目 04 

細  目 020  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市地域防災計画、加古川市水防計画、加古川市国民保護計画

現 状 と 課 題

災害情報に対する市民の関心は高まっており、避難勧告などの緊急情報をより
早く確実に周知する必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

インターネット利用者（総務省通信利用動向調査による調査時点で最新（前年
度）のインターネット利用状況（個人）×１０月１日現在の住基人口（５歳以
上））

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

兵庫県及び県下の市町が参画する「ひょうご防災ネット」のシステムを利用し
て、地震や台風などの災害時に避難勧告などの緊急情報をいち早く確実に配信
する「防災ネットかこがわ」を運営する。ホームページは携帯電話やパソコン
から閲覧可能で、登録者には更新情報をメール配信し、平常時は休日救急当直
医など市民の安全・安心に関わる情報を提供する。なお、「子ども安全ネット
かこがわ」「消防情報ネットかこがわ」も当該システムにより運営している。
令和元年度からスマートフォン向けアプリの運用もスタートしている。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民が、災害発生時に適切な行動を取ることができる状態にする。

2,1061,9541,893

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,106

財　

源　

内　

訳

□拡充

関係機関と連携しながら、より迅速かつ的確に情報を発信する必要がある。ま
た、登録者数を増加させることが喫緊の課題であり、周知方法の強化を行う必
要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,106

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和２年度（決算見込）

平成30年度（決算） 令和元年度（決算） 令和２年度（決算見込）

一般会計

総務費

総務管理費

広報広聴費

防災・生活情報ネットワーク事業

899



加古川市事務事業評価シート〈令和２年度実施事業〉

事 務 事 業 名 防災・生活情報ネットワーク事
業

部 局 名 防災部

課（室）名 防災対策課

人

％

対 象 指 標 名

インターネット利用者
数（人口普及率）

227,774202,978206,633

世帯数 世帯 107,637106,454105,623

成 果 指 標
分 析 結 果

災害情報などの緊急情報をより早く確実に配信を行った。ＰＲ等の広報活動は広報紙への掲
載や地域団体の催しなどで、継続して周知しているが、さらなる啓発活動が必要である。

防災ネットかこがわ緊
急情報メール送信回数

回 371118

防災ネットかこがわお
知らせメール送信回数

回 202839

活 動 指 標
分 析 結 果

災害に関する情報などの緊急情報をメールで市民に周知した。

防災ネットかこがわ登
録者数

目 標 値

25,000

目標年度

令和4年
度

24,01023,78623,724

防災ネットかこがわ登
録率（登録者数／世帯
数）

25令和4年
度

22.322.322.5

令和２年度令和元年度平成30年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和２年度令和元年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和２年度令和元年度平成30年度単 位

900



加古川市事務事業評価シート〈令和２年度実施事業〉

事 務 事 業 名 かこがわ未来博開催事業
部 局 名 企画部

課（室）名 情報政策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０７地域の情報化を推進する

事 業 実 施 期 間 令和2年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 02 

項 01 

目 14 

細  目 025  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

市民には「スマートシティ加古川」の認知度は低く、いかに市民や事業者と連
携してスマートシティを進めていくかが課題である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市のスマートシティの取組みを広くＰＲするとともに、ＩＣＴを活用した技術
をもつ企業にブース出展してもらい、体験型のイベントとすることで、市民に
近未来のテクノロジーを体感していただく。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市制70周年記念事業の１つとして、「スマートシティ加古川」を掲げる本市の
取組みをＰＲするとともに、「スマートシティ」の認知と理解の向上を図る。

000

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

財　

源　

内　

訳

□拡充

市制70周年記念事業であるため、次年度以降への延期等の予定はなし。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 ■完了

事 業 費 合 計 0

そ の 他 特 財

令和2年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和２年度（決算見込）

平成30年度（決算） 令和元年度（決算） 令和２年度（決算見込）

一般会計

総務費

総務管理費

電子計算費

かこがわ未来博開催事業

901



加古川市事務事業評価シート〈令和２年度実施事業〉

事 務 事 業 名 かこがわ未来博開催事業
部 局 名 企画部

課（室）名 情報政策課

人

対 象 指 標 名

市民 261,324262,6470

成 果 指 標
分 析 結 果

出展数 ブース 000

活 動 指 標
分 析 結 果

参加人数

目 標 値

0

目標年度

000

令和２年度令和元年度平成30年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和２年度令和元年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和２年度令和元年度平成30年度単 位

902



加古川市事務事業評価シート〈令和２年度実施事業〉

事 務 事 業 名 情報通信技術利活用事業
部 局 名 企画部

課（室）名 情報政策課

基 本 目 標 ０５快適に暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０２安全で快適な暮らしの基盤を整備する

施 　 　 策 ０７地域の情報化を推進する

事 業 実 施 期 間 平成29年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 その他

会  計 01 

款 02 

項 01 

目 14 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

令和２年度に「加古川市スマートシティ構想」を策定し、市の目指すビジョン
を示した。一方で「スマートシティ」を知る市民は少なく、ＩＣＴを活用した
取組みにより、市民がその利便性を享受し、豊かさを実感できることが求めら
れている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民、市内に通勤・通学する方

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

情報通信技術を活用し、地域課題の解決を図る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

①行政の高度化・効率化を図る。②市民生活の利便性・快適性の向上を目指
す。③市民の安全・安心な暮らしを実現する。

13,62220,58210,077

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 13,622

財　

源　

内　

訳

■拡充

少子高齢及び人口減少が進む中、ＩＣＴ技術を一層活用して業務改善を図ると
ともに、より便利で快適な、安心して暮らせるまちの実現を目指す必要があ
る。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 13,622

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和２年度（決算見込）

平成30年度（決算） 令和元年度（決算） 令和２年度（決算見込）

一般会計

総務費

総務管理費

電子計算費

運用管理事業

903



加古川市事務事業評価シート〈令和２年度実施事業〉

事 務 事 業 名 情報通信技術利活用事業
部 局 名 企画部

課（室）名 情報政策課

％

件

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

261,041262,308263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

市民意識調査の満足度については、令和２年度より調査項目が変更となっており、計画値を
下回ってしまっている。また、かこがわアプリのダウンロード数も計画値を下回っている。
引き続きアプリの積極的なＰＲを行うとともに、アプリも含めたＩＣＴの活用により地域の
情報化について有効な方策について検討を進める。

オープンデータの提供
ファイル数

件 1,3751,089735

市内イベント等におけ
るアプリ周知広報回数

回 346

活 動 指 標
分 析 結 果

令和２年度は新型コロナウイルスの影響もあり、イベント等でか
こがわアプリ等をＰＲする機会が少なかった。

行政の効率化に関して
満足している市民の割
合

目 標 値

57

目標年度

令和4年
度

37.851.452.5

かこがわアプリダウン
ロード数

30,000令和4年
度

17,15313,60611,142

令和２年度令和元年度平成30年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和２年度令和元年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和２年度令和元年度平成30年度単 位

904


